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'マッハノタマパエ(マツノコβ バペレパエ)

に i到すゐ研究(第 1 報)

熊本地方における生活史

Kyugo. o.l川 and Atsushi 1 ¥v A円AIζr: Studies on pine 只a11 midge, Cecidomyia 

brachyntera SCHWAGE? 1. Life history in Kumamoto districL. 
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西日本弁士l包!f:，\'に，対応，Zë岐地方j]立に，fb根県下に発生せる木守虫の被守に館み， 11師11 25 年

10 )']以降，熊本支場保設研究室に於て p との守山の生態並に防除法に|到しp 訪日正研究を行っ

ているが，熊本地方に於ける生活史につき， iIJ存その柁f立与を IIJJにするととが111来たので，本容虫

IC 関する研究の un ザKとして報一汗する。とのi1PJ査は 'J 1続き実施 11 1で ， )l 什|上也 );1亡於ける，との

;刊lの分-1li，被咋発生状況，との被~it，:が松幼令本の成 i守に及1'[す;影響，被:号発~l三と立地， ，ìf，-に

気象との関係，一般的防除法， 2えぴ、生態訓査に[>>，j する多くの未知lの "Ji 引， :;�(; 1乙沼 1 \Þ(に於ける

~1Ji: 1) に関しては，前 2 ，~長以ドで訂正、出台する予定である。f/1Jイヰ報告は，熊本j-l~ );1こ於けるマツ

ベノタマパヱの ~h)，昨史である。

I 九州に於ける徹害の概要

本10"[による被!Ji~は II({手11の初明， 高木"ノ'\ 1'.Ii~1てにより 1;〈城づき王~r~ 秘列!人!の赤松に於て認めら

れ，同開τ1 :は明1.(\'('111林会報trç 53 号(lIi{ 4 )に「恐るべき赤松の祈守虫発生する」なる表官で

.との害虫の将来の被守発生を警背されている。 rîlijf-H曻jiJ/ ::1: I 土 1川町{:に於て，との~Jrútの研究に尽

され，多くの資料を得られたが， ， ;ifJ鮮戦乱のため p 資料のん小を火われた。!日]博士は今春(fJ({ 

26) よし島根県下，対応，壱岐等被害発生地に於ける被11-1下実態のヲt: 1切に努力されているの

で，我固に於ける被告:実態については，同 jï.ïl+による訓杏k~，'f~~ を参)!{tJj;附いたい。

)L州地::J;VL於ける被押については，当支J必日高技'rXによ f) ， II({ 手 11 の初期!日正に椛認され， II{{手11

7 1， 1~熊本営林局発行の「竹二内に於ける士吉林試験及び:~J，'，l杏の杷t']JU (後刻，JÎ) 1亡被告:発生状況につ

き間l)!与を述べられてい乙。 1，州i 汗 l亡上ると， 11仰!I 2 1， 1~森t常林'g(ní1"1 ~1，，~1王家 01 国千了林， II({ 手114 "1'. 

熊本支場・保護研究室員
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第 8 図 九州地方に於ける「マツノてノタマバェ」の分布
(1，汚jfl1 26 年 8 月以1在日高技官及び著者tこより確認された)

Figure 8. Distribution of pi でle gall midge in Kyushu district (Aug. 1951). 
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マヅパノタマパエ(マツノゴバイシパエ)に関する研究(第 1 報) (小田・岩崎) - 69 ー

大分営材、半fi\-.I;内蛇越{lî.国千T材、，51'*営林有利;内)L中;山及て}:撒の"-4，:国有林 11日平115 1， 1三には，前記国

有林並に，竹 IIi営林者部内久住山国有林i乙於ける被f再発生を報告されている。前記各国有林は

久11:山を ql心とした松山 7CO~lCCO 米前後の地fi?で p 大lEの初Wlに赤松及び;;I~，松をfp'[栽した不

成桁出林地である。本年 (11(j 26) 8 J1 に於ける久{f:山 -U1?のーjlJ.;j]"ð査では， 蛇jli底打;・国有林のー

令官に相当の被併があった以外大小その被待i土認められ一九八世に少数f[，'，1休の分布を d，込めるのみ

でるった。イilJA L もこの地滑i土木柿に代 1) rマツノシントメタマパェ」の甚しい被告fのため p 粒J

'1li!不良にして，生長は甚しく阻守されている。

九州地方に於ける本件虫の分布は， LI下判査 1[1 で， 'I'ljl り j した範囲では， IP高岡県のtt:{木地方，

fれすl{県の gt[の松山国有J・:1;，大分県の森千家 IJ 1, ~ri::;怯岳 p 久性"J ，前lの本各国有林P 熊本県では

飽i臼flí城山村肝.]":i!i，金峰 rfl ，ノj、若:K，大谷，千UI，木山山，大Ih;'f，木折""1三各国有林，及び矢岳附

近，;ピ1・崎県で、は，浜， 1 リ jil]I[1 山各国有林，鹿児品県に於ては，局j ケエF.. ， rr 涼:;，万m， d3rJ札前トl

各国有林と p 鹿屋及び向山tJr城~f.J近，長111t.íY~ ドの i5;t~:t:J也，対J.1J，宅 1 11.)(地方で， '，iJ ，I~査の進むに従

い，各!:J I欧lを合む九州全地域に分布を I:.í己められるものと，U う。本害虫の被害は干VHUJに於ては p

多く幼イ鈴木に於て発見し易いのであるが，被持のjiliむに従い， 品j令には関係なし赤松， I:U松

ともに p 力H守の対象となる(第8 図参mO 。

‘' 
E 学名

タマパエ

本Hfは， j._えz11IJ (Diptera) 主主側{;;[. (Cecidomyidae) に，1，~~し，マツノゴパイシパヱ，マツノ

グマパヱ p マツノコプノ〈ヱ p マツベノタマパヱ等の手11 1'1 を有するが， 分類学_Lの)日目!な位世

については p 今後の{iJfYLにまつとして， マツパノタマパェ Cecidomyia (Thecodiplosis) 

brachyntera Schwage.? を泊fJJしてむく。

目形 態

1 成山

成.!hは Uiif:雄cj l，:にノj、なる蚊の女fIき外在日を呈 L，休は航めて繊弱でp 此mは休長 2~2.5 粍， IiJW,:[1 

は JriiíE相手，複IIUは紫伺色にして虫11~[íの大字を 1 ~i む。触1JJは 13 節でj主十!jl;J犬をなし淡m色にして

制l毛を二段に倫生す。胸部は控抱色p 背面は淡i!.~招色。趨長は 2.2~2.5 粍， 111存~状をなし透

明で全面I Z: i炎黒色の市rn毛を生やる。恥11は茨招色にして細長，細毛を 1寄生する。腹部は控黄色に

して肥大しP 淡褐色の短毛を生やる。

維は体長1. 5~2.0 粍，触角は 25 色lî よりなり珠数状をなし細毛を的生する。肱部はや L 車III

長で淡桂黄色を呈し，未端には援握裕一対を有するつ題長は1.5~2.0 粍で他は雌と異ならな

い。

2 幼虫
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幼虫はkfIめ淡黄色で、あるが，老熟するとプ刊主持黄色となる。体長 2~3 粍，同/lJ筒形で前端

や L 尖る。胸部第一色:í:i服rrrîに相色 Y 字状の胸'J'J吃有する。

3 出í Ji

曲目は自IfI化当時は控黄色P 体長 2~2.5 粍で裸明，来日糸様の物質でゴ二1:立を綴れる繭内にあり，

休の各部分に市fIドEを有する。

4 繭

繭は長さ 2~2.5 *L ;Jü先して土1:，%を除くと桁/'J形のi摘となる。

5 n゚ 

JjIJは長さ 0 .4~0.5 :I'{;， 長楕円形にして淡黄色を呈する。

W 調査経過並に結果

1 調査場所

木市lJ杢場所は，熊本T付近郊p 熊本県他託郡城山村所作の村有林でp Jfi高 46 米，岡政 4 [1IT歩

強，赤松の 7 ， 8 年生の天然生幼令木を主木とし， 少数の同樹令の県松点在し， -{:j:樹として

40~50 年生赤松及び、県松の点在する独立する小丘陵で、ある。その北町は人家を 500 米隔てて

金峰山に接しp 西側は小さな谷を陥て，約 5 1T[j";!þーの 11;~J葉樹林に接する。東聞はtJI叫 500 米を隔

てて恰幼令木と市l葉樹の混在せる丘陵に，南面は熊本"'1玉野に面する。土壌は輝石安山岩の風化

による初色森林土壌で， ;f:){(土又は;f:)[i填土で p 各所i亡転行が多い。 rlIJ地， .:cli.坦地を|治き， )主f拙1ft

の Jft杭少し大学 A h千を欠< 0 B1 l!tは 25 腕内外， B 2 唐は 30 i')ij[以上で、腐fJ{(燥を合む。

各肘は漸変し，や~ 11次で，水分の透ilillは良い。抗生としてはシヤシャンポ，ヒサカキ，不ムノ

キ p ナナメノキ，カキノキ等の他，ススキ，笹矧等多く，乾燥系の土壌で林木の生育には余り

適さない。被守発生状況は， 1I{i手n 24 1， 1斗亡 p 主として].ftl何回の何i制i山乙悲しい被併の発生を児

たが， 25 年， 26 年度に於て被拝は全林分に及んで、いる。

2 iViði笠方法

訓査l\JlH Uは昭和 25 I， I~ 10 n より昭和126 年 7 J:Jの川で，成虫の発生経過については， 4 n 
中旬，林内 15 ケ所より土壌採取時(径 12 ii札深さ 4腕)にて搾取したものをえti湿に保った

深底シヤ{レ内に入れて室内l亡保管し， 6 月上旬迄各旬似の発生率，雌雄比，抱卯数を調査し

た。又林内に選定せる 5 ケ所より，同期JII \J(Iq 1乙 111件各旬毎に一定而硝の土壌をJ和lil し，水洗Iとよ

り p 土壌内且tí~数の調査を行い，時期による化自IÍI率及び、減少経過を調査した。以上室内及び林

内の調査結県から h支出発生~~I川の概要を推定した。二i~壊I五jの ;tJið杢は 4 月上旬-.._，'l 11TJに地去の条

件を第 6 表に示せる如く 3 区分せる，被害率 70% 以上の被害木の樹冠下各 5 ケ所，計 15 ヶ

所より 30 iîll[+ 方， 1丸三さ 4~6Nf[の土壌を各々搾取し7J\ijtによりこl二壌内!lt休の分布を淵査し

た。幼虫の地，--落下及び被将来.の枯死変色の経過は， 10 JJ 下旬より 1 JJ 下旬の IHL 林内に選
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Ji:せる 30 :1>:の-，ìJM査木より， imi時毎Iι!被害牧各5~7本，計 150-200 本をJfx.:};Pこし，被守率と

被持葉の，j:~li'托変色の経過及び各調査本につき，被;主主!;を各 100 本宛選ぴ，待問計約 3000 本の

被ilf1~につき，出主主内幼虫数I亡対する被冗J~定数の各害IJ1干の変化及。:ー虫主主内の~I'-J:~j幼虫数の

減少経過より，幼虫の地上落下経過を判定した。被持率とー丘l痩内幼虫数との関係及び主時5の

JI古代による被害の..ffば主等に関しては， 10 H上旬_Ij l 句のJnHこ於ける別査より判定した。 成1Jt

の発生!ザJII\Jに於ける， ::ìJrÆ交，オi)Î'葉の生長経過については， 4JJ上ílJ より 7 )Jの 11\1に，予め選定

せる 7 ， 8 1，ド生の赤松 10 :1>:, {:~~松 5 本の訓査木につき， ill)ia寺弁主幹の1j 1{.'1支，及び~，U-.部の

。N校の '1'心枝のや1 'び、の 1l!11定fJl'[につき， そのiiケ)JII 何iI'IJ より， 概括的に判定した。 成且!の円 jb目前

引，産。[J行為等については， 5 )1 111 に於ける室内及び林内観察により判定した。

3 経過神'1"1:

a hli: 丘l

~'ç 1 支

事 項

月別

伝]別

4 月 5 月 16月 7 月

l: 1 1=1~ 1 下斗利下 I~-*
i蒲 考

室内\ ¥ \悩146%|35%l 1142F4 I22政坊主ZFの問に発生せ
成虫の発生経過 - l i l l l l- l 

林 内 1 1 9%143%129グ I 1同1 6%1 1 ~月下旬より 6 月 k句の間に林内で1 7/(J 1 ""t_~~~1~7/0! 〆 1 U ï'OI 発生せる成虫の旬別発生率

化 焔 経 過 12%\叫州177 %\81%1 附\ 95%¥ 1 臨土壌中に舶ぜる虫休の旬。化

;?;42222 高d~~ i 1 I 12 . 2ヤ oや 4113.571 ャ13 ベ 42副主語学ぜる長さを 1 とせる

新校，新認の仰長新装 1 1 12.20~5.50I !O.∞1 ， 5 ∞1 I! 月 30 日に調査せる長さを 1 とせ
経.iI& 1" .Jt< I l' I， -'-~I~'~~I'~'~~I'~'~~I る各旬毎の倍数

第 1 図 赤際(7 ~8 年生)の 4 月~6 月の聞の新技，
事rr葉の生長経過

Figure L Growth ratio of young branches and 
leaves of ]apanes red pine (Pinus densiflora 

S. et Z.l during April and ]une. 

民, 
ー一一ーー対校υ1員経過 lG日wng Drdtl仁 h) 9 
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問団(司/用)世田dγmo.，t\t

成虫、の発生経過及び

図， Plate III 参5!の

日[1ち，新枝の生長は 5 月上rll 句より経慢となり，

第 2 図 成虫の発生経過
(sg 26 年 4 月-6 月の調査)

Figure 2. Emergence of adults. 

1Y" 
一一宮内Glir"ü地 (1M t1Jl h同10 1)')
--#肉1~1'"'~性位遇(1，ぬ岡引

ゐ

(第 1 図 p 第2

6 月中旬に至りてUf各停止する。来「β震は 4 月
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t[ﾇ2d< fr即刻k よじ

雌総比l

� Q 

30/4 13 14 

2/5 26 42 

4/5 15 38 

7/5 48 72 

10/5 51 106 

12/5 27 35 

14/5 26 54 

15/5 18 22 

19/5 27 53 

22/5 II 22 

26/5 。

まj' 262 459 

。~bα 36.3% 63.7% 

~'j 3 夫雌1点.'.1 t 1 1，îJ1の il>l#iJ数

抱卵数 l 例数|日ii 考
31~ 40 |平均約 110
71~ 80 3 

日 I~ 90 7 |最少 36

91~100 B |最多 143

101~110 6 

111~120 9 

121~130 1 9 

131~140 6 

111~150 

出 50 

林業試験場l，J[:究 ~l~';'i' ;'i~ 59 号

Fí l) より生以をfJlmì し， I点.'.1\の発生も|勝とのlIofWJl よ 1) 始 i人

5 JU: , lJ l 'rl]を 11;:)，~lt )l:J J として 6 JL! :11) にヨ~ f) 大牛は発生をiij忘

る。一地'，(([句には右手tül日!に入れば、， 111在最多了するものと，U う。 1皮

.'.1 tの雌対t比に枕ては， if~ 2 去に示せるがic!.!~を宝内に於ける発

生数に枕て作たが， ~:ll 当数， II既成山の多いととが判明した。

町外観察でも， 1 ，，']じ ftrfr"jが見られる。 -útíU点以の抱1m数に税

ては，主内発~I:，のぷ産卯1/lMイ.: 50 JïI1の ~UltJ査によ 1) ，第 3 去の

品iì-!l~を l'ふた。

成且lの洞化は主l付制民によると，土 'jl で、 U!liJ化せる川は， tl!iJ� 

j阜のま L 地去に 11'，て， tl!IJî休を小ぱ二[:'i 1 よ 1) ;)TIIII'I して ~g化す

る。洞化せる成山は Iごfisc又は樹上でイヨ化当日正Lに交尾し，之

等は当"か，少くとも iOL~ 11 には産卵を Pl~ýtìするものと，U う。

産.lJJJ t':i':ì川は Plate II に示せる tm く釘~~の 2 葉の I I\ Jで， 1 ケ

所ヱ15..j:~J 4 ~ 5 .IJiJを産 ljjJ ずる。 抱卵数は.I15..j::.) 110 1JiJ, 1 刷所

への産.lJIJに裂する1It-I:U は 4~5 分， とのi[\]Iこ他の主|古5又 l土校

に移動して産JjjJ を継続するとと， 2えび‘ 1 11 の産l)IJII寺川を各11M

休 2~3 時I[\ J とすると， 1 11 の産卯行為で、犬小 l土産早川を格る

とととなる。従って， tl慌た~.'.1(は 1~化後 1~2 fJの I Il Jに産卯を

絶了し，凶滅するものと以う。とのととは ， )点出の活動最庇

l別であっても，成虫の怯f，Q、数が林l人jに }j~'ても著しく榊大する

ことが;芯められない点からも推定IU来る υ

1点.'.1 tの r1 iillì，~'I/Î-;Jに閲しては， 11，:):ヲ(， 1)~)!Ji.\，~ノト)!lt\，<D気象条例コドに於ける林内観悦及び室内観察

により~'~ 3 闘に示せる;Í:llr!-l~を件た。 μjJち， 成出のーl: '1 1 よりの ~::3化発生は 15 時より 19 時の

第 3 図 úx:虫の日 ìl占i 活動

Figure 3. Activity fluctuation in Adults , 

|由，最盛時は 17~18 時で，産卵活動は p 約 1 時間遅れて p 林地の一部が被陰を受け;;:，時刻よ

り p 被陰を受けたヶ月?を選んで産与IJ を開始する。最初は下校i乙近きケ所'f乙産卵を行うが，太防
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ïJli何iL，林J也の大ιj~が被陰するに及びir，'!l[}Jは盛んとなり，産111パl""r~Î' も，必J'íu:・の rlql \Jより 417政吉1\

i乙及ぶ。一般に lE~~~な晴天の天候条1'J:で、は，との時刻より多くは 1!\1i風の状態となり，成虫の飛

朔 p 産庁lJ i円引を存主JFならしめる。 ~:;Jf~~に:i~り，産卵はi1むdEとな 1) ，雨後 20~23 11キに至る 1111経

続される。とれ以後l土，漸次産卵を経って，地上に近き下'i'i'_[_1こ.'fりて青TfJI二する。工il.明に於ける

産。Jjは認めない i 公ソ〈に於ける経j@い併lイ様であるが， !:/J)くに於ては，長崎県~:1'務探今村 It:治

氏は対l!jの被守地に於て，成!.Ü は多く樹l;rp を逗ひ上り，校端おV!;に移!Ii")Jするもので， ;rl~f11!士約ん

ど認められや，その i円!ti}J も 15 時以後にjet-められたことを，制摂されている。 .L~._I二の点から，

!JX: !l(の iP三到は天1!~~により，多 rþ の号、fjはあるとしても， 111待夕刻よりIlfJ~fì し，部芥に於て:11之盛とな

るものと叫う。市'，SJ& !l(に古きでは 1也た'1"1:は所どなし、ものと JA う。

b 幼 !l(

4 )j ド'Í J) J: 1) 6 )1.1:11]の 11\ ]， :ýj斤~の二葉の介せ!-Iに 1 ケ!町千均 4~5 卯先産卵された。 J1IJl主

約 1 週1I\Jで明化し，之等幼虫は丘に ;íWJ\~の基部に拶到し，ここに虫棋を形成ーする。 6 月 rlJ 'r J)に

於て.úF艇の肥大は;J'/I当認められる。 1 .ú1棲内の幼虫数は 10 n '[11T)老熟せる nYJlJjに於て T.ιj

lfP1i 
絵己主十奨数

訓話、月日

22110 

3111 

15 11 

JO/II 

16,12 

1もil2

16; I 

29, I 

，存 5 夫 10 Jj下旬より 1 )jド'Í J)の II\Jの 1 .úH車内の幼出数

l~W県内
訳資\の幼虫剤 012¥3:41 5 ¥ 67

1 8 

月日\一ー 1
25.10.22 0.8% 10.8 11.2 15.2 16.2 14.8 11.4 8.3 4.9 

11. 3 I 0.6 9.6 13.7 1'7.0 17.2 14.3 11.9 6.8 3.7 
11.15 0.8 9.9 15.4 18.8 18.8 14.9 9.5 5.9 2.6 
11 ,.30 21.1 11.2 14.4 15.3 1".1 10.1 6.5 3.3 1.7 
12.16 139.1 10.9 14.7 14.7 10.0 5.1 I 2.7 1.0 0.7 
12.26 64.4 10.0 I 9.0 7.1 4.4 2.7 I 1.3 0.6 0.2 

~6. 1.16 1 92.5 3.8 2.0 0.9 0.4 0.3 I 0.03 0 0.06 
1.29 1 95.3 2.7 1.0 0.4 0.3 0.1 1 0.07 0.04 0.04 

llj~i引弓
ill~i白\の幼虫数1 11 1 12 1 13 1 14 1 15 1 16 1 17 1 18 1 19! 

月日 .....__一一 ~I 1 
25.10.22 し 0%.0.4 0.4 0.2 0.1 0 0 0.1 0 

11. 3 0.6 0.4 0.2 0.1 0.03 0.03 0.03 0.06 0 
11.15 0.4 0.3 0.08 0.04 0.04 0 0 0 0 
11.30 0.2 0 0 0.04 0.04 0 0.04 0 0 
12.16 0.07 0.04 0.04 0 0 0 0 0 0 
12.26 0.04 0 0 0.04 0 0 0 0 0 

26. 1.16 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
1.29 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

侃考 1 虫復内の幼虫数に対する被害葉の例数(%)

13626 

:22781 

21281 

22922 

30176 

33116 

32251 

32177 

支
一
鰍

4

一
宮

5

一
被

在
冴
一

7590 

11016 

10180 

10028 

12964 

12288 

128H 

11560 

被害葉の変色及び幼虫数の減少経過

仁'- 1虫1嬰|付にガJ
制笠被害 虫峻内幼 1 虫町内 緑色r.;:~~; 虫全認めな

被害率 業 数虫の総数 JSZ 安 l お被雪 iぃ叱戸奨

2952 13272 4.50 I∞% I 0.8% 

2930 12591 4.30 100 0.6 

2989 1 1943 4.∞ 93 0.8 

2986 8535 2.85 70 21 . 1 

ω∞ 5似1.ω50 I 39.0 
3000 2900 0.97 30 61.4 

:0000 425 I 0.14 1 92.5 

2967 259 0.09 1 95.3 

55.79占!

48.4 

47.8 

43.8 

43.0 

37.1 

39.8 

35.9 

(%) 

10 

2.7 1.4 
2.4 1.2 
1.7 1.0 
0.7 0.3 
0.5 0.2 
0.1 0.04 
o 0 

0.04 0 

20 \平均
1 :幼虫数

o I 4.50 
0.06 4.30 
0.04 4.00 
o 2.85 
o 1.90 
o 0.97 
o 0.14 
o 0.09 
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第 5 図
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第 4 図 10 月下旬より 1 月ド旬の問に於ける上J:J，1W内幼虫の減少(落ド)経j@

1 虫懐内の幼虫数に対する被害葉の例j数(%)

Figure 4. Fluctuation in IarvaI numb巴r in the gaIIs during Oct. and ]an. 

じ点、hーー一一一一一一一一

as 25~ 11 貝 38
(Nov. 3 1'3:0) 

。， l' I!'J 予! I l~ /1 1.' IJ ・ザ'.り"ヴお

;11\;1 、

|旬S25'iì. rlF1IH 
,NQ\i. 1~_ '::1501 

回目簿 11月 30 日
~Nov 30-1950う

8B25~ 12 J3. 2ü 口
(仔γ26 ， '95口:

ぜ"

e可包

'官

25'ヰ I Fl l6e
'6.1951 

田 25'弘，" 29 国
(Jd.Jt 29 1 日 5' ) 

飢'."--一一 、~0-0-0ーぐ>-0-0・-0-0-0 のし
・ 1 之 J 1 l' ( '1 f 1 I・ '1 " 1I I~ 伊'. '7 1'/1'''. 哨。， εJ ・S" ,( ? 1"""" IJ '" 

向」一一ーユtζ--=-:-;_--c__ こ品、，
" I .z_ ,/ " s- � ? �' Y 

4.5 9nである。幼山の地 j-.;存下及び、被害葉の

変色経過は， 10 )Jド1 1]よ i) 1 )Jド旬の間に

於ける調査で第4 夫，有"1; 5 去に示せる結果を

件た。 (第 4 図 P 泊 5 図参J!~-{)

~「\-j\/F

'\.ヘノ

日pち， 5 )J ~ 10 )JのIi \l!ü癖!刊で老熟せる

幼虫は， 11 月一I :1U より 1 月下11J にかけて，

地 j-J乙落下する。幼山の地上落下は，降雨降

宗主等によ 1) 被宵ヨi!ミがI汲視すると p 虫撲内幼虫L;l コ違法、ン/
の活動は i~'l~ となし被咋:店ーの虫痩の上品;jの

芸評ナ7/jく\
t宮内向対副ゾ \ふ
一/ ""'-' 割れf='1 から f存ドするが， f夜;売::.!\~乾燥せる11)1;' ノ〈

下に於ては， Fffんどよ存下は認められない。従

って，第 5 図 l乙示せる，丘l撲内土JJ ，!Üの減少経過も， 11 月~ 1 )Jの川に於ける降雨を主な条n

として，階段状に下向するものと J品う。被'弁店は幼虫の落下と lil/í- /ilj じ経過で， 1'/[î死変色しp 之

等は翌春2n~4 月の lî\]Iこ大半孫←下する(2]\ 5 図， Plate Il 参J!H) 。

士山上に落下せる幼虫は，地支の苔，平支r!， ~~存:民，落校等から 2 料内外のj定さの土中に7f\'入し
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て越冬する。 幼虫は， マツノシントメタマパヱ， スギノタマパヱ等!也のタマパェ T;_;j の幼虫と

j;，-j1業に， .!l (j~話より!日占111後は， 休を lili し-n尼両端jを近付けて，告にイIt1民し跳躍する性fiがある。

父，顕著な'["[:Z't として ， J也湿'1''1:が足、められ， 1攻i直せる J二壌への移引は辿かで、ある。又 p 且(1'奥よ

り l陀川後の老熟幼虫は攻るわEの i~ït'I"I:を有するととが主主内観察で*リ11)] した。幼虫のi!+j_:.の状jlE

も昨I、日三j与による土填の 11，射毘状態で、変化するが， 4)]上旬 ~ljl 'Íりの被;材料包に於ける訓査では第

6 去に示せる紡'c4~を符ーた。 日[J

ち，被持率 70% 以 1:の被~r~::

木の樹冠下にbきでは，決T--l士

<<~ 6 d毛 ニ1:. ~史!勺土JJ .!l(の分布

、 福与 iO~2cml 
-- !木 c +'I~f~.tm' r地表部~ : 2---4cm I 

~ 地表部 1~~ ?，~I~J ! iけヲ除キ削| 区 分 下----------、~一__ ~~_， u'  1仏凶同土叩瑚填明|州7
落主梨奨i走:落枝P こけ， 刀、や， 主》レの{仙山ωi腐筒 I I る幼.!l tの大よ|そは ， ì'存!日~> i'i~1:k ， 
1手{質にて十分f出立された地表ì'\1\の I 77% I 22% I 1% I隊く少数

!(it.主(ì，1M利[ft で、NtはiしたI山宇皮 厚さ 1~2cm の筒所
かや，その他ffE奨少く，こけ落葉 I
の厚さ 0.5cm 内外で部分により I 4昌司i! 48% I 4% I 3~ノノυ物の)化及び、それ以下土壌内
地日It白星出jl:"{S flfiii:JT 一一一L~ _j一一一一

2 明白人j外の i/;j )íJíーに位二店、する。 例警告書く f伽
之等幼虫は 3 JJ rj 1 1l)より 4 }j

にかけて p 来日糸様の Q0]'{'lで， 日目を JIヲ成し， 411.卜ふJ~ 5 l Li二旬の 11\11乙， この1\ 1で大字化91lßす

る。

.:j(に 1 イヰの被将校につき被-tf率と 1 D1桜内(1被~::~lli内)の -'1"-1:)幼出数との関係は， 10 IJ 

!f 11U幼.!l(老熟せる時Wlに於ける訓査では， との川に一定の関係は認められないが，本調査場所

に於ける 7~8 年生赤松の主十荒を形1'tにより 3 つに柁Jtjjリすると，針:集長く，硬い業を有する赤

j会の1・kX は結J付えでは， 一般に被-.存率もf，';j < , 1 且(1鹿内の--'I'-E)幼虫数も多いが， :tf~短(， ìl吹い

ご民を有する枚又は結H本では，被告率も{尽く，幼虫数も少い。叉本Wið杏J品川ーに於ては，一部ilÎ: {1ヒ

する赤松と H結j令の県松は一般に|涛践する赤松にくらべて，被守杭1ftは低い。 (第 7 友参J!H)

ーたに 1 本の被害校につき，先制より 2 仰の 111， 1JIJî"をた端部， そオしより .L"J. ドを 2 等分して p それ

ぞれ， rll川市，架部と 3 区分-した#/)介は， 111仲良持率が 80% 以下の被害校では，応部より先端j

に行くに従い，被守率及び 1 .!l(艇l人JJ)-'I'-上:CJ幼虫数は減少する傾向がある(弟8 夫参!1(0 。 と J)

ととは ， fJ士山の産.éj)J)~月11\ 11こ於て，針ー応の生長がwtll 上 1) 先端情111と行くに従い遅れる点から，成ー

且lの産卯の機会が減少する結県と，山、われる (Plate 盟 参JHt) 。

d'~: 7 去 針葉の形1'Tによる被守率及び、幼虫数

部位i 基 部 l 中間部 先端部 1->.,,,=,,,, !1 虫納|調査被害
分|針葉J入 i 被害率 I~智21 出率 12-)曹司i 古害率 I~事完!被害率 I~ 日[枝本数

形質 \1 76 i幼虫叡% I幼虫数 9i 幼虫数I % I 

区

l 長 夜 60 4.90 45 4.6 29 3.82 47 4.65 48 

2 普 l畠 55 4.45 44 3.96 35 3.43 42 3.76 99 

3 短 軟 34 3.41 18 2.77 14 2.77 22 3.06 63 
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第 6 図 土i1~内幼虫の 4 月 ~6 月の防の

イヒ~!iìJi\í蚤j位
Figure 6. Percentage of pupae i ロ the

soil ::Iuring April an::l Ju口号.

JC- 7主将幼虫働刊、同伺古川:，市民畳

c ifi[゚ 

3 )j ql';'J より繭を形成せる幼虫は， 4 n上旬~5 汀'1'';1)の 11'1] 1こ大学化附する(第 1 去， l:(~ G: 

閲参J[H) 。 之~~'I j: 4 )jド';1]よ 1) 出[n 1L~のま L 地支に /P，て止[M1~をノド i"f地r! t J: �) l'rIJ/P，して羽化する。

抗 71河及び、 Plate II に於て，そのほ裂を来示した。

V 生活史の概要

立1-1一|
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W 摘要

本調査はH併1125 :{ド 10 月より 26 :{I三 7 月の 11\]，熊本市近郊に於けるマツベノタマパヱの生

活史の調査で ， ，;J，くの Z]f.項が判明した。

1 成工lt の発!:JJVJII \Jは 4 月下旬-6 月上旬，此盛時は 5 月上， Icil 'Íí]である。

2 幼虫ば 5 )J -10 月の iirL 被害ヨ足の虫主主内 lこ千均 4.5 頭宛棲，目、しp 之等幼虫は 11 )j-

1 汀の ~l]，降雨， I咋場等による被害葉のl吸湿を条件として地上に落下しp 二f:接内 2 糎内外のケ

所で越冬する。

3 二r::~内で、越冬せる幼虫は 3 n 'Ì 1 'Íl]より耐を作り， 4 月上11)~ 5 J L!二 trJの H \J， )~I~i内で化明

する。之等は 4 )l Fíりより踊態のま L 地支に IHて削休をと牛ば地q~ より 11lJ1L\して例化する ω

4 成虫のLl迦店主JJについては，土 I1 1 よりの例化発生は 15 時~20 時， 枯盛時は 17 時~

18 時，産卵f市動は 17 時-23 I1寺，最盛時は 19 時-21 時。

5 ~甘[成.ú~ 1 iïJ1の抱卵数は 'ji-均 110 卯で，洞化発生後直に交尾し， 当日か笠Lìに f主産卵を

h開始しp 産卵 n数は 1 日 ~2 niiljである。

6 力I1守tb汀'ffi l土赤松，黒松等松類で，幼ょi(の時代にその年に 11j1長した針葉の主主11-\;に虫痩を形

成し，カH告ヰ切IHj は 5 )j -10 nのIf日で，被害葉:は成長を阻害され， 大'1三は 11 )j -l JJ1こ枯死

変色し， 2JJ~4JJ の間に!JJt;:るする。

7 被守葉土り務ドせる老熟幼虫は或る加の趨光'1主を有するととが室内観察により判明し

fご。

8 九州地方J亡於ける本害.1~の介布は各印ザi1を合む全地域と推定される。
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図i:r~説

Plat告1. マ γバノタマバエの形態 (Aヨュlts ， pupa, cocoon, larvae a口d eggs of Cecidomyia 
brachyntera SCHWAGE ?)著者原図

A 1ft住成虫 (Female， 2.0-2.5 mm  in boお length， 2.2 -2.5 mm  in wing length). 
B 雄成虫 (Male， 1.5-2.0 m m  in body length, 1.5-2.0 mm  in wing length). 
C ~唯成虫 (Female， lateral view). 
D 雌の生殖器左図は背面，右図は側面 (Female g巴nitalia ， lef t to right. dorsal view and 
lateral view). 

E 1ft住の触角 (Female antenna). 
F 雄成虫 (Male， lateral view). 
G 雄の生殖器左図は背凶，右図は側面 (Male genital ia, left to right, dorsal vi巴w and 
lateral view). 
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H 維のM\角 (Male antenna). 
I 卵 (Eggs， left to right, eggs deposited on the leaf and an egg that is 0.4-0.5 mm  
10口 g)

J 幼虫左図はl仮面，右図は側面 (Larva 2~3 mm  long, left to right, ventral view and 
lateral vi巴w).

K 同iJ (Cocoon that is 2-2.5 m111 long). 
L 附 (Pupa that is 2-2.5 111111 long). 

Plate ll. マツバノタマパエの生活史 (Life history of Cecidomyia brachyntera SCllWAl;E ?)著者版図
A i庁卯仁l:tの雌 (Female depositing eggs). 
B 問問、「さ士した~Jr~ (Eggs deposited on the leaf). 
C 針葉の芯Y\\\に移動した卵7化直後の幼虫 (Hatched larvae migrating to the proximal part 
of l�f). 

D 虫燥の形成 (Gall formation start growing during May and October). 
E 他会奨 (Sound leaf). 
F 被害奨 Infested leaf). 

Plate 111 マツバノタマパエの産卵期iHl (4 月下旬~6 月 t句)に於ける新薬の生長経治( 7~8 年生
の赤松， ll主松)探集月日 左より 4 月 24 日 5 月 9 日 5 月 19 日， 5 月 30 日， 6 月 11 日

(熊本県(!f~託部城山村にて 昭和 26 年度赤松， !，I，lH~各同一個体より採lli)
(Growth of leaves of the young pin告 during thεlast decade of April 旦nd the f irst d己cade

of June, i. e. oviposition period of pin色 gall midgε， in Kumamoto Prefecture in 1951). 
A 7~8 年生!;I}j会一新薬及び新約の成長経.iI!!! (Growth of leaves and shoots of 7-8.year.old 
]apanese black pine). 
1. 4 月 24 日 (April 24) , 2. 5 月 9 r司 (May 9) , 3. 5 月 19 日 (May 19) , 
4. 5 F]30 日 (May 30) , 5. 6 月 11 日 (]une 11). 

B 7~8 年生!町長おî1，廷の成長峰.iI!!! (Growth of leaves of 7-8.year.old ]apanes black pine). 
1. <1日 24 日 (April 24) , 2. 5 H 9 日 (May 9) , 3. 5 月 19 日(lV[ay 19) , 
4. 5 月 30 日 (May 30) , 5. 6 月 11 日(June 11). 

C 7~8 年生赤松新築及び新附の成長経過 (Growth of leavεs and shoots of 7-8.year.old 
Japanese red pine). 

1. 4 月 241':1 (April 24) , 2. 5 FJ 9 日 (May 9) , 3. 5 月 19 日 (May 19) 
4. 5 月 30 日 (May 30) , 5. 6 月 11 日(June 11). 

D '7 ~8 年生赤松新築の日記長経過 (Growth of leaves of 7~8'year-old ]apanese red pi口ε).
1. 4 月 24 日 (April 24) , 2. 5 月 9 日 (May 9) , 3. 5 月 19 日 (May 19) , 
4. 5 月 30 日(乱1ay 30) , 5. 6 月 11 日 (]une 11). 

Plate lV. マツバノタマパエによる{去の彼答校(i'I~沓葉泌下:Im
熊木県.flf1~~印ß~)Ji: ~11、、j に ζ 昭和 25 年 10 月 12 日採集 7~8 年生赤絵，黒松

(Infestecl branches of 7-8-year-old pines before the damaged leaves fall down in KU111a1110to 
Prefectur日. Photograph邑d 0口 Oct. 12, 1950). 
A ;;1J， 1~ (Japanese black pine). 
1. 被害3.，rf 98% (Branch infested 98 per centl. 
2. 被害率 51% (Branch infested 51 per c宮口t) . 
3. 被;工件;5. 3% (Branch infestεd 3 per cent). 

B 赤松(Japanes色 red pine) 
1. 被督率 91% (Branch infested 91 pεr cent). 
2. î皮革~fi.t~ 52% (Branch infesteヨ 52 per cent). 
3. 被害率 4% (Branch illiested 4 per cent). 

Plate V. "' ';l パノタマパエによる被害 熊本県白て印仙~IJ~村 7~8 年生松幼令林にて煩影
(Infest色cl '7-8-year old pines in Kumamoto Prefecture). 

A 赤松の被害(昭 25.10.12) (被害ギ 95% 以上，彼寄奨落下前)
(Infested Japaτlese red pines before the dam旦g号d leavεs fall down and the infestation 
i8 over 95 per c吉nt. Photographed on Oct. 12, 1950). 

B 同 (Ditto) . 

C 前年度に於ける被害激甚なりし赤松の幼令林分(昭 25.10.12)
(Young ]apanes告 red pines infestεd seriously last year. Photographed 0ロ Oct. 12, 1950). 

D 黒松の被害(昭 26.5.18) 前年度被害率 95% 以上，被害葉大半落下後 撮影時は成立王の産
卵;矧問中
(Infest色d ]apanese black pin君s 3ft邑r the damaged leaves fell down and the infestation 
of last year is over 95 per cent. Photographed on May 18, 1951). 

E 赤松の被害(昭 26.5.18) 前年度被害率 95% 以上，被害葉落下後，撮影時(土成虫の産卵期間中
(Infested ]apanese red pines aft己r the damaged leaves fell down and the infestation of 
last y告ar 1s over 95 per cent. Photographed on May 18, 1951). 

F マヅバノタマメェの被害発生林分 7~8 年生松幼令林分(赤桧，黒桧混在)
(Infested '7-8-year-old ]apan己se red and black pines). 
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R駸um� 

Thi~ report is the study on the life history of Cecidomyia brachyntera 
SCHWλ(iE，? in Kumamoto district from October, 1950 to July, 1951. 

1. Habitat in Kyushu district. 
All the p1'efecture~ from Fukuoka to Kagoshima, and Iki , TnlShima I~l3.nd 

in Nagasa,ki prefecture are the present infested areas. 
2. Trees attacked. 
Pinus densiflora SIEB. and Zncl'・ ， Pinus thunbergii PAHL ・
3. The life history in Kumamoto di~trict. 
The adult~ out b1'eak in Kumamoto district towards the end of the b.Et 

c1ecade of April , and is found in greatest abundance from the first to the middle 
�.ecade of May; fewer issue in June, and by the middle of the month they 
disappears. 

The female lay巴 eggs of about f1'om fou1' to ten, the average is five, at one 
ph;_ce between young two leaves. The pεriod passed in the egg stag巴 is probably 
about seven days. As mon 出 the larvae emerge from the eggs, they move 
toward the proximal part of the leav己s" and fonn the gall at this place. The 
larvεe live in the gal1 from May to October; therefore the leaves of pine are 
infestecl by the larvae for this pe1'iod, and thヨ growth of the infestecl leaves is 
stopped by the formation of gall after the midde and last decade of June. But 
the infested leaves keep sound colour throughout 山市mer except the brown gall, 
and their growth are about ]/3 in len.~th compared with 80und leaves. The 
ﾏnfested leaves die and fade f1'om November to January in the Së,me progress as 
the ialling of the leaves, and they fall on the ground f1'om February to Aρ1' i I. 

During Novembεr to January, the full grown la1'vae in the gall fall on the 
ground from the wεt leaves, then they creep in humus, 01' in soil about 2 cm. 
deeρancl pass the1'e in the la1'val stage throughout winter. 

The larvae in soil spin the cocoon in early march and pupate in the cocoon 
from the first decade of April to May. The period of thεpupal stage is probably 
about twenty days. 

The pupae creep up on the surface of the earth, drawing off half the body 
out of soil, and then the adults emerge. 

As 800n 出 they emerge, they copulate, and females begin to deposit the eggs 
on that d.ay or next. On my laboratory investigation treated with fifty unoviposited 
females in May , 1951, the number of the ovarian eggs is from 36 to 143, the 
average is 110. The percentage of the female is 64. 

The adults emerge 3-7 p.m. and the maximum activity is 5-6 p. m. The 
adults grac1ually get in action from about 4 p. m. in the shaded place, and the 
maximum activity is 7-9 p. m. They fly in the forest and after the oviposition 
rest 011 the uncJ.er.growing bushes or on grasses from about 10 p. 111. 

The time of oviposition of one place is about 3-4 minutes. 
On my experiment in Kumamoto district in early June, 1951, the adult has 

no phototaxﾌl" but the phototaxis and hydrotaxis of the larva are thought to be 
positive for me. 
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